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総　括

○松井　最初に、セネガルからご参加くださいました長尾先生、本当にありがと
うございました。立教大学にとってかけがえのないコメントをいただいたと思っ
ております。しかと胸に受け止めて、先に進んでいきたいと存じます。
　また本日このシンポジウムの開催にご尽力くださいました日本語教育センター
の教職員の皆さん、そして外国語教育センターの先生方、本当にありがとうござ
いました。皆様のおかげで非常に素晴らしいシンポジウムになったのではないか
と思います。そのほかにもこのシンポジウムのためにお力添えをくださった方、多々
いらっしゃると思いますが、その皆様にも改めてお礼を申し上げたいと思います。
　私自身は国際化推進機構長、そして大学の副総長の職に就いておりまして、そ
の立場から少しお話をさせていただければと思います。最初に、立教大学がそも
そもどういう大学かということも含めてお話をさせていただきます。立教大学は、
今から 150 年近く前、外国人宣教師がやってきて聖書と英学を教える学校とし
て成立したわけです。その意味で、もともと非常に国際性豊かな大学であったわ
けですけれども、今でもその遺伝子を引き継いでおりまして、2014 年からはス
ーパーグローバル大学創成支援事業に採択されて、現在もその取組みを続けてお
ります。最近までは、池田先生が国際化推進機構長、そして大学副総長として、
その旗振り役となってくださっておりました。
　その流れの中、本日、丸山先生が冒頭にご紹介くださった RSP 事業が、いよ
いよ 2022 年度から本格的に始まるという状況にございます。外国から正規の
留学生を受け入れて行う教育の仕組み、あるいは受け入れそのものの仕組みを、今、
組み立てております。日本語教育センターは、このような取り組みを見据えて、
この数年をかけて準備をしてくださっており、大学執行部にいる者としても非常
にありがたく思っております。
　さて、本日の総括になりますけれども、言
語教育を通じてグローバル・コンピテンスを
どう獲得するかというお話でございました。
このお話自体は、先生方のご経験やご知見等
に基づいたもので、非常に興味深くお伺いし
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た次第です。内容について、既に長尾先生から上手にまとめていただいたので、
私がもう 1度お話しするのはいささか冗長になるのですけれども、少しだけ繰
り返すことをお許しいただければと思います。
　最初は、中国語教育に携わってくださっている森平先生からのお話でした。ご
自身の中国でのお買い物の経験、非常に面白くお伺いしました。その中で、相手
を立てるコミュニケーションというのが必要だというお話がございましたが、こ
れはまさに森平先生ご自身のコミュニケーションによって得られた知見でありま
して、グローバル・コンピテンスのある種の 1つの具体的な表れなのだろうと
思います。コミュニケーションというものは、それ自体が独立して存在している
わけではなくて、それによって何を獲得していくのか、あるいはそこにどういう
含意があるのかというようなことを見ていく必要がある。これによって、コミュ
ニケーションの意味というのは格段に変わってくるだろうという気がしまして、
森平先生のご経験はそのようなことを意味しているのではないかと感じました。
　また、拙い中国語ではありながらも、交渉を通じて大学を替えてもらい、自信
がついたという話は、これは本学の学生たちにとっては非常に参考となる先例に
なるのではないかと思った次第でございます。
　中国語は、長らく、学生の中で 1位、2位を争う人気の言語 B（第 2外国語）
となっております。森平先生を中心として、中国語を学ぶ学生に留学の機会も含
め様々な経験の機会を提供できるように仕組みをつくってくださっているという
のは、非常に心強く思った次第でございます。本日はどうもありがとうございま
した。
　続きまして、坂本先生から、ドイツ語の教育に携わっているご経験等からお話
をいただいたところです。ドイツについては、言語教育の仕組みがかなりしっか
りできているという印象を受けました。日本の大学であれば、外国語としてドイ
ツ語を学ぶDaF、そしてドイツにおけるドイツ語教育は、移民を念頭に置いた
DaZという仕組みが出来上がっていることを伺いました。
　実は私自身も、若い頃、2年ほどドイツに留学していたものですから、ゲーテ・
インスティトゥートも含めて非常にお世話になって、坂本先生のお話を非常に興
味深く伺いました。そのお話を伺って感じましたのは、言語教育の在り方という
のは、当然のことですけれども、一様ではあり得ないということです。目的に応
じて、その在りようは変わるのであるし、また、それぞれの国がそれぞれの事情
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で教育の仕組みをつくっているのであって、我々は、結局その中から何かを選び
取り、また創り上げていかなければいけないのだと理解いたしました。
　さらに坂本先生からは、OECDのグローバル・コンピテンシーの考え方、そ
してその中のキー・コンピテンスとしての必要な力というものをお示しくださり、
大学におけるドイツ語教育でそれをどう実現していくかというお話もいただきま
した。ここでは、今日のお話の鍵となっているグローバル・コンピテンシーを獲
得する道筋、ないし方法論を示してくださっていたように思いました。これは、
ドイツ語教育に限らず、ほかの言語の教育等でも通用するものであると思われ、
ここも非常に興味深くお伺いをした次第でございます。改めまして、どうもあり
がとうございました。
　次に三島先生から、英語教育のご経験、ご知見を踏まえたお話をいただきまし
た。ここでは、多々問題提起をいただいております。例えば、今、英語は 4技
能教育が言われ、立教大学でもこれを推進しております。このことの重要性はあ
まり疑われていないようにも思うのですけれども、これもコンテクストがないと、
それだけが浮いてしまう。言われてみればある意味当然でありますけれども、そ
こには新たな気づきがあるところでありました。言語の能力というのは、それだ
けが独立しているのではなく、その先にある様々な能力とつながっているという
問題認識。また、これは立教大学に対しての話でもあるのですけれども、言語の
教育と学部の教育とのバランスのような話。これらは本学でも意識してきたとこ
ろであるのですけれども、大学の教育というのは、一定の目的の下、全体として
1つのまとまり、つまり統合されたカリキュラムとして存在するはずですので、
ある部分―たとえば言語教育―だけが浮いてしまうというのは、やはり教育
の在り方としては好ましくないわけです。学生からすると、その教育は何のため
にあるのかがわかりにくくなってしまうということがありますから、三島先生か
らいただいた問題意識は、立教大学としてしっかり受け止めていかなければいけ
ないだろうと思いました。
　また、三島先生からは、言語教育が学生たちに対してどういう能力を身に付け
させることができるのかという文脈の下、ディベートのお話をいただきました。
これは先ほど坂本先生のお話とも通ずるのですけれども、英語、あるいはディベ
ートというのは、1つの手がかりにすぎない。これは、英語に限らずほかの言語
教育にも通ずるもので、大学として、外国語教育、ないし言語教育をどのような
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態度で位置づけていくのかということに対する 1つのアイデアであり、重要な
問いかけであると思って受けとめた次第でございます。改めましてお礼申し上げ
ます。ありがとうございました。
　最後に池田先生から、本学の国際化の取組み、そして外国語学習がグローバル・
コンピテンスの重要な構成要素であるということを伺いました。グローバル・コ
ンピテンスの中に含まれる様々な要素、たとえば論理的な思考、俯瞰的な視点、
あるいは異文化理解といった多様な能力というのは、人が外国に行って必要とな
る能力であるとか、国内で外国人と外国語を使うときに必要な能力というだけで
はない。むしろ我々が、自分のコミュニティの中で他者とかかわるときに必要な
一般的能力なのだ、という視点をいただきました。
　これは、グローバル・コンピテンスが何たるかという核の部分を我々に気づか
せてくれるところでありました。つまり今後の我々が、大学の国際化、もっと言
えば、日本自体の国際化というものを考えるときの重要な視点である、というこ
とを感じたわけでございます。また今後、我々が多くの留学生を受け入れるとき
に、我々が日本語をどう使っていくのか。、そしてコミュニティのホストとして
どう振る舞うか。これらは非常にわかりやすい視点だと思いますけれども、大学
の中できちんと浸透させていくということは重要な点であると思っておりまして、
私としても心に刻みつけて取り組んでいきたいと思った次第でございます。池田
先生は、これまで立教大学の国際化を積極的に推進してくださいましたが、これ
からもお力添えいただけると思っておりまして、今後もどうぞよろしくお願いい
たします。本日は、ありがとうございました。
　最後に、まとめになりますが、本日のこのシンポジウムでは、グローバル・コ
ンピテンスの獲得を、外国語、あるいは言語の学習を通じて行うことの意味につ
いて、余すところなく扱ってくださっておりました。これから本日、得られた知
見は、大きく 3つあると思います。
　第1は、そもそもグローバル・コンピテンスとは何であるのかということです。
もちろんこのことについて外的に与えられる定義はあるのですけれども、本日の
シンポジウムの中では、各パネリストの先生方が、本学における文脈、あるいは
各先生方の経験やご知見に基づいて定義し直してくださっている面がありました。
これは、本学としては非常に重要なことだと感じます。つまりグローバル・コン
ピテンスという言葉が、空虚な概念として存在するのではなく、今、我々にとっ
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て何が必要なのかという観点から示されたのであり、その観点から非常に意味の
あることであったと思っております。
　第 2に、外国語教育、あるいは言語教育を通じて、そのグローバル・コンピ
テンスを獲得するために、どういう方法があるのかが示されていたかと思います。
それは、経験に裏打ちされたものもありましたし、あるいは各先生方のこれまで
のご研究に基づいて出されたものもありました。このような複数の道筋を示して
くださったという意味で、やはり非常に意味があったと思っております。
　そして第 3に、大学として、社会に学生を送り出していくという大きな役割
を考えたときに、大学で能力を身につけた学生がどこに向かっていくのかが示さ
れたということです。学生がコミュニティに出て、そこでそれぞれに役割を果た
していくことになるわけですけれども、そのことに対する示唆が各先生方のお話
の中に散りばめられていたと思います。
　私自身は今、大学の執行部におりますので、本日いただいたご知見を受け止め
まして、今後の大学の在り方、大学の取り組みに生かしていければと思っている
次第です。
　改めまして本日のシンポジウムにご助力くださった皆様に心から感謝申し上げ
ますとともに、今後とも立教大学の教育、研究のためにお力添えいただければと
思います。本日は、本当にありがとうございました。
○任　松井先生、長尾先生、そしてパネリストの先生方、どうもありがとうござ
いました。
　それでは、これより閉会のご挨拶に移ります。


